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1 労働災害の推移 1
▶ 労働災害による死傷者数の年次別推移【図1-1】
▶ 労働災害による死亡者数の年次別推移【図1-2】

2 業種別死傷災害の推移 3
▶ 業種別死傷災害の推移【図2】

3 業種別労働災害発生件数の推移 4
▶ 業種別年別労働災害発生状況（死亡及び休業4日以上）【表1】

4 労働災害防止推進計画（第13次労働災害防止推進計画） 5
▶ 死亡者数の推移【図3-1】
▶ 休業4日以上の死傷者数の推移（全業種）【図3-2】
▶ 休業4日以上の死傷者数の推移（重点業種）【図3-3】

5 署別災害発生状況 8
▶ 署別・業種別災害発生状況【表2】

6 署別労働災害発生状況（第13次防重点業種） 9
▶ 署別・第13次防重点業種別災害発生状況【表3】

7 業種別災害発生状況 10
▶ 業種別休業4日以上の死傷者数【図4-1】
▶ 業種別死亡者数【図4-2】

8 事故の型別災害発生状況 11
▶ 事故の型別休業4日以上の死傷者数【図5】

9 事故の型・起因物別労働災害発生件数 12
▶ 業種別事故の型別休業4日以上の労働災害発生状況【表4-1】
▶ 業種別起因物別休業4日以上の労働災害発生状況【表4-2】

10 年齢階層別、規模別災害発生状況 13
▶ 年齢階層別休業4日以上の死傷者数【図6-1】
▶ 事業場規模別休業4日以上の死傷者数【図6-2】

11 災害程度別災害発生状況 14
▶ 災害の程度別休業4日以上の死傷者数【図7】

12 転倒災害の発生状況 15
▶ 態様別発生状況【図8-1】
▶ 業種別発生状況【図8-2】
▶ 年齢別発生状況【図8-3】
▶ 休業期間別発生状況【図8-4】

13 定期健康診断結果 16
▶ 定期健康診断結果有所見率の推移【図9-1】
▶ 定期健康診断検査項目別有所見率【図9-2】

14 特殊健康診断結果 17
▶ 健康診断種類別有所見率【表5】
▶ 特殊健康診断結果有所見率の推移【図10】

15 熱中症発症状況 18
▶ 業種別発症者数【図11-1】
▶ 熱中症発症者数（月別）と最高気温（月平均）【図11-2】

16 休業4日未満（不休除く）の労働災害発生状況 19
▶ 業種別休業4日未満の労働災害発生状況【図12-1】
▶ 事故の型別休業4日未満の労働災害発生状況【図12-2】
▶ 起因物別休業4日未満の労働災害発生状況【図12-3】
▶ 事業規模別休業4日未満の労働災害発生状況【図12-4】
▶ 年代別休業4日未満の労働災害発生状況【図12-5】
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健康診断種別
平成29年 平成30年

平成31・
令和元年

令和２年 令和３年

鶴見署 59.3 60.2 62.5 61.4 62.8

定　　期 神奈川局 55.0 55.9 57.2 58.2 58.8

全国 54.1 55.5 56.6 58.5 58.7

鶴見署 5.0 5.1 4.8 3.9 3.1

有機溶剤 神奈川局 5.4 5.3 5.5 4.5 2.6

全国 6.0 6.3 6.2 5.2 3.6

鶴見署 2.4 3.0 3.8 3.0 2.5

特定化学物質 神奈川局 1.4 1.6 1.6 2.0 1.7

全国 1.6 1.7 1.7 1.9 1.7

鶴見署 11.9 15.1 12.7 11.9 25.7

電離放射線 神奈川局 11.4 10.4 11.2 13.0 13.5

全国 8.7 9.1 9.4 9.0 9.3
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１４ 特殊健康診断結果

表5 健康診断種類別有所見率（平成29年～令和３年)（単位︓％）

図10 特殊健康診断結果有所見率の推移（平成24年～令和3年) 【鶴見署】
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１５ 熱

（療養補償給付たる療養の給付請求書等による。（不休を含む））

▶ 熱中症は、酷暑であった平成３０年に、建設業、運輸交通業、製造業を中心に多く発生

した。

図11‐2 熱中症発症者数（月別）と最高気温（月平均）
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▶直近４年間において、梅雨明け直後において熱中症の発症が目立った（暑熱順化不足が要因）。

（梅雨明け︓平成30年/令和元年/令和２年/令和３年︓6/29頃，7/24頃，8/1頃,7/19頃）

図11‐1 業種別発症者数（平成2９年～令和３年）

１5 熱中症発症状況
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１６ 休業４日未満（不休除く）の労働災害発生状況【令和３年】

12

4

7

11

5

1
0

2 2

0 0
0

2

4

6

8

10

12

14

製
造
業

建
設
業

運
輸
交
通
業

貨
物
取
扱
業

商
業

通
信
業

教
育
研
究
業

保
健
衛
生
業

接
客
娯
楽
業

清
掃･

と
畜
業

そ
の
他
の
事
業

3

14

2
1

5

3
4

1

3

6

2

0

2

4

6

8

10

12

14

16

墜
落
・転
落

転
倒

激
突

飛
来
・落
下

激
突
さ
れ

は
さ
ま
れ
，
巻
き
込
ま
れ

切
れ
，
こ
す
れ

高
温
・低
温
の
物
と
の
接
触

交
通
事
故
（道
路
）

動
作
の
反
動
・無
理
な
動
作

そ
の
他

図12‐１ 業種別休業4日未満の労働災害発生状況

図12‐２ 事故の型別休業4日未満の労働災害発生状況
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図12‐4 事業規模別休業4日未満の労働災害発生状況

図12‐3 起因物別休業4日未満の労働災害発生状況
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図12‐５ 年代別休業4日未満の労働災害発生状況
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